
三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ◎ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆
◎

☆ ◎ ◎ ☆ ◎ ☆

独
り
居
の
極
楽
浄
土
掘
り
炬
燵

（

☆
→
「

冬
の
朝
少
年
剣
士
の
声
澄
み
て
」
）

声
澄
み
て
少
年
剣
士
冬
朝

（

☆
→
「

た
を
や
か
に
「

春
の
海
」

弾
く
琴
始
」
）

た
を
や
か
に
春
の
海
弾
く
琴
始

母
百
寿
孫
に
背
負
は
れ
初
詣

涙
腺
は
意
に
随
は
ず
冬
銀
河

逞
し
く
老
い
て
女
の
初
地
蔵

正
月
や
一
句
も
成
せ
ず
豆
の
パ
ン

隆
々
と
身
を
張
り
つ
め
る
寒
の
鯉

牛
蒡
抱
き
花
び
ら
餅
の
薄
紅

な
ぜ
こ
ん
な
羽
目
に
鮟
鱇
の
吊
し
切
り

咲
く
ま
で
は
孤
独
で
あ
り
ぬ
寒
牡
丹

本
人
の
字
で
な
い
賀
状
病
む
を
知
る

一
年
の
短
さ
嘆
く
柚
子
湯
か
な

凡
庸
に
生
き
て
七
癖
日
向
ぼ
こ

ケ
イ
タ
イ
に
干
支
の
根
付
や
新
成
人

（

紀
…

中
七
の
表
現
が
素
晴
ら
し
い
）

冬
の
坂
海
の
切
れ
端
輝
や
け
り

が
ん
治
療
方
針
決
ま
り
年
新
た

寒
風
や
飛
砂
頬
を
刺
す
拉
致
の
浜

二
人
暮
ら
し
手
抜
き
の
増
え
し
年
用
意

石
段
の
高
さ
に
ひ
る
む
初
詣

鱈
漁
の
荒
ぶ
る
沖
や
海
難
碑

妻
恋
の
草
田
男
憶
ふ
寒
夜
哉

（

天
…
「

雪
」

は
不
要
、
「

な
だ
れ
」

は
春
の
季
語
）

分
断
に
揺
ら
ぐ
大
地
や
雪
な
だ
れ

雪
降
れ
ば
背
の
雪
払
ふ
母
憶
ふ

襟
巻
を
く
る
り
と
回
し
話
絶
つ

水
洟
の
子
の
す
べ
り
台
き
り
も
な
し

み
ち
の
く
の
雪
載
せ
て
着
く
夜
行
バ
ス

寒
風
に
向
か
ひ
干
さ
る
る
柔
道
着

盛
雄

け
い
こ

一
灯

堂
哉

恵
洲

仝 仝 仝
弘
子

仝
孤
舟

忠
彦

猛
盛
雄

一
灯

堂
哉

忠
彦

紀
久
男

仝
そ
ら
お

一
灯

恵
洲

健
介

忠
彦

弘
子

そ
ら
お

一
灯

孤
舟

（

そ
・
ゆ
・
允
）

（

万
・
彦
・
五
）

（

猛
・
孤
・
く
）

（

眞
・
万
・
天
）

（

孤
・
五
・
正
）

（

彦
・
灯
・
天
）

（

忠
・
彦
・
五
）

（

猛
・
万
・
五
）

（

紀
・
万
・
千
）

（

忠
・
堂
・
灯
）

（

堅
・
ゆ
・
三
）

（

猛
・
ゆ
・
正
）

（

忠
・
孤
・
敏
）

（

ゆ
・
く
・
天
・
三
）

（

眞
・
万
・
恵
・
龍
）

（

紀
・
弘
・
恵
・
灯
）

（

そ
・
眞
・
万
・
敏
）

（

弘
・
灯
・
允
・
三
）

（

堅
・
紀
・
万
・
敏
）

（

堅
・
猛
・
ゆ
・
正
）

（

そ
・
孤
・
弘
・
恵
・
允
）

（

万
・
孤
・
五
・
弘
・
堂
）

（

堅
・
紀
・
万
・
五
・
灯
）

（

そ
・
猛
・
龍
・
敏
・
灯
）

（

眞
・
忠
・
彦
・
堂
・
允
・
く
）

（

眞
・
孤
・
弘
・
恵
・
堂
・
天
）

（

忠
・
弘
・
彦
・
千
・
龍
・
ゆ
・
く
）

（

眞
・
万
・
恵
・
龍
・
堂
・
允
・
三
）

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
楠
田
彦
十
　
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明

小
早
健
介
　
後
藤
保
明
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
こ
　
渡
邊
盛
雄

川
口
孤
舟

朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯
　
山
内
天
牛

 
 
 
 
 
 
第
三
百
七
十
回
　
青
葉
会

伊
賀
山
そ
ら
お
　
今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
　
小
西
弘
子

川
合
万
里
子
　
先
生

　

平
成
二
十
九
年
正
月
五
日
（

木
）

　
　
吉
例
初
芝
居
総
見
・
歌
舞
伎
座
昼
之
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
六
日
（

木
）

　
初
句
会
　
午
後
六
時
―

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

村
田
く
に
子
　
山
田
け
い
こ
　
山
本
三
恵

（

☆
…

分
断
の
「

だ
」

大
地
の
「

だ
」

雪
な
だ
れ
の
「

だ
」
、
「

だ
」

音
の
重
な
り
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
佳
い
）

（

☆
→
「

新
成
人
干
支
の
根
付
を
携
帯
に
」
）

（

☆
→
「

寒
鯉
の
身
を
隆
々
と
張
り
つ
め
て
」
）

（

☆
…

百
歳
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

詩
と
し
て
は
白
寿
の
方
が
面
白
い
。
「

は
」

音
の
重
な
り
に
も
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
）

（

☆
…
「

春
の
海
」
＝

宮
城
道
雄
作
曲
の
筝
と
尺
八
の
二
重
奏
の
作
品
名
）



一
点

二
点

◎ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆ ☆ ☆ ☆ ☆

豊
葦
原
の
寒
禽
黙
す
千
秋
楽

二
人
だ
け
離
島
（
し
ま

）

の
親
娘
（
お
や
こ

）

の
お
正
月

宮
城
を
眼
下
に
昼
餉
冬
霞

風
花
へ
脳
に
ま
っ

す
ぐ
飛
び
込
む
子

破
魔
矢
振
り
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

正
義
の
子

初
声
や
空
を
切
り
裂
き
陽
に
届
く

紅
梅
や
一
輪
ふ
わ
り
と
咲
く
朝

初
夢
の
朝
め
で
た
し
と
季
語
探
る

沖
縄
に
つ
な
ぐ
希
望
や
去
年
今
年

初
春
を
寿
ぐ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

李
白
の
詩
口
ず
さ
み
つ
つ
初
湯
か
な

寒
月
の
お
の
が
影
踏
み
露
地
歩
む

先
ず
大
根
大
根
で
〆
酒
二
合

駄
句
ば
か
り
並
ぶ
句
帖
や
年
の
果
て

底
冷
え
や
遺
影
の
部
屋
の
灯
を
消
し
ぬ

苦
節
経
て
日
の
下
開
山
春
来
た
る

初
場
所
や
回
し
の
色
ま
で
鮮
や
か
に

初
釜
や
皆
で
布
袋
の
腹
眺
め

詠
ふ
と
は
無
垢
に
な
る
こ
と
寒
昴

笑
は
せ
て
泣
か
す
初
芸
吉
右
衛
門

元
朝
や
期
す
る
も
の
あ
り
空
見
上
ぐ

紅
白
の
印
象
薄
く
年
暮
れ
ぬ

白
鳥
五
千
未
明
の
潟
に
睦
み
を
り

殺
陣
凄
ま
じ
孫
息
を
呑
む
初
芝
居

　
海
老
蔵
の
「

義
賢
（
よ
し
か
た

）

最
期
」

（

☆
→
「

書
初
め
や
平
仮
名
で
書
く
熨
斗
袋
」
）

書
初
め
は
平
假
名
で
書
く
の
し
袋

今
日
買
ひ
し
ス
キ
ー

服
着
た
孫
来
た
る

（

☆
→
「

師
逝
き
し
大
晦
日
の
朝
庭
を
掃
く
」
）

師
逝
く
と
大
み
そ
か
の
朝
庭
を
掃
く

（

☆
→
「

読
み
初
め
や
プ
ー

チ
ン
選
び
ウ
ォ
ッ

カ
舐
め
」
）

読
み
初
め
に
プ
ー

チ
ン
選
び
ウ
ォ

ト
カ
舐
む

初
硯
メ
ー

ル
の
連
句
書
き
と
め
り

（

☆
→

下
五
「

声
を
掛
け
」
）

初
雪
や
妻
の
遺
影
に
声
掛
く
る

初
句
会
ひ
そ
か
に
闘
志
燃
や
し
け
り

（

☆
→
「

母
騒
ぐ
正
月
相
撲
の
荒
れ
模
様
」
）

荒
れ
模
様
正
月
相
撲
に
母
騒
ぐ

吉
右
衛
門
観
し
夜
の
月
の
こ
と
に
冴
ゆ

笑
顔
も
て
受
話
器
の
リ
レ
ー

御
慶
か
な

キ
オ
ス
ク
の
マ
ス
ク
の
人
よ
り
マ
ス
ク
買
ふ

薄
墨
の
滲
み
し
供
物
寒
の
夜

（

☆
→
「

大
寒
や
畏
友
の
愛
せ
し
酒
献
杯
」
）

（

蕎
麦
屋
の
松
翁
で
恭
延
さ
ん
偲
ぶ
会
）

大
寒
や
畏
友
の
愛
し
た
酒
献
杯
す

（

吉
右
衛
門
の
「

沼
津
」

呉
服
屋
十
兵
衛
）

播
磨
屋
に
満
場
ほ
れ
ぼ
れ
初
芝
居

盛
雄

仝 仝 仝
け
い
こ

仝 仝
啓
子

仝 昇 仝
ゆ
た
か

堂
哉

仝
恵
洲

健
介

保
明

五
郎
太

孤
舟

忠
彦

仝 猛 仝
紀
久
男

仝
天
牛

け
い
こ

仝
亜
也

仝
規
雄

啓
子

ゆ
た
か

堂
哉

恵
洲

五
郎
太

紀
久
男

紀
久
男

（

紀
）

（

正
）

（

紀
）

（

正
）

（

く
）

（

紀
）

（

千
）

（

紀
）

（

紀
）

（

孤
）

（

万
）

（

く
）

（

千
）

（

孤
）

（

そ
）

（

万
）

（

正
）

（

天
）

（

天
）

（

敏
）

（

堅
）

（

万
）

（

允
）

（

万
）

（

万
・
彦
）

（

猛
・
龍
）

（

紀
・
万
）

（

紀
・
万
）

（

千
・
龍
）

（

万
・
堂
）

（

万
・
孤
）

（

そ
・
万
）

（

紀
・
三
）

（

万
・
忠
）

（

弘
・
千
）

（

万
・
三
）

（

堅
・
万
）

（

万
・
敏
）

　
　
●
次
回
青
葉
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
文
責
　
　
紀
久
男

△
当
季
雑
詠
各
自
五
句
　
　
　
投
句
二
句

二
月
二
十
三
日
（

木
）

　
午
後
五
時
半
～

八
時
半
　
　
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー



五 四 　 三 二 一
納
沙
布
や
島
影
薄
し
雪
催
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
哉

し
ぐ
る
る
や
友
を
偲
び
て
茶
碗
酒
　
　
　
小
林
光
一

あ
と
二
十
年
は
生
き
る
ぞ
傘
寿
の
春
　
　
　
　
　
仝

ポ
ン
コ
ツ
の
身
を
庇
ひ
つ
つ
去
年
今
年
　
　
無
聞
齋

初
詣
段
差
安
心
プ
ラ
タ
モ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

地
震
ふ
れ
ば
良
寛
想
う
春
傘
寿
　
　
　
　
　
　
龍
平

草
田
男
に
ひ
た
す
ら
浸
か
り
去
年
今
年
　
　
　
弘
子

　
頂
戴
し
た
年
賀
状
よ
り
抄
出

年
の
瀬
や
散
財
せ
ん
と
茶
屋
遊
び
　
　
　
　
　
　
仝

古
町
や
雁
木
伝
ひ
に
鍋
茶
屋
へ
　
　
　
　
　
紀
久
男

熱
燗
や
踊
る
芸
妓
の
目
線
追
ふ
　
　
　
　
　
大
手
明
男

熱
燗
を
お
酌
す
る
手
の
白
さ
か
な
　
　
　
　
　
　
仝

の
け
ぞ
れ
る
芸
妓
の
喉
（
の
ん
ど

）

冬
座
敷
　
　
允
章

　
　
　
|
　
「

萬
緑
」

　
|
　
二
月
号

じ
っ

く
り
と
人
情
噺
雪
催
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

お
目
当
て
の
仁
左
の
綱
豊
口
跡
冴
ゆ
　
　
　
　
紀
久
男

泣
く
こ
と
は
贖
罪
な
ら
ぬ
冬
の
雨
　
　
　
　
　
　
仝

日
向
ぼ
こ
そ
の
日
の
写
真
あ
れ
こ
れ
と
　
　
　
　
仝

皹
を
主
夫
の
勲
章
と
て
わ
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
仝

妻
の
好
き
な
熟
柿
を
掬
ひ
や
り
泪
（
な
み
だ

）

　
　
仝

菊
枕
閉
ざ
さ
れ
し
夢
幾
そ
許
　
　
　
　
　
　
　
青
史

雪
だ
ね
と
言
ひ
合
ふ
ひ
と
り
逝
き
に
け
り
　
　
　
仝

中
華
屋
の
大
円
卓
へ
七
五
三
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

山
住
み
の
命
の
橋
へ
紅
葉
降
る
　
　
　
　
　
　
　
仝

鷹
す
い
と
隠
る
る
現
る
る
甲
斐
の
山
　
　
　
　
弘
子

待
降
節
一
人
の
作
家
を
絞
り
読
む
　
　
　
　
　
　
仝

着
ぶ
く
れ
て
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
に
追
ひ
越
さ
る
　
　
仝

一
汁
で
足
り
て
冬
至
の
夫
の
留
守
　
　
　
　
　
眞
希
子

父
と
子
の
キ
ャ

ロ
ル
朗
々
聖
夜
更
く
　
　
　
　
　
仝

お
向
ひ
の
サ
ン
タ
像
灯
り
待
降
節
　
　
　
　
　
　
仝

初
雪
が
大
雪
と
な
り
垂
（
し
だ

）

る
夜
　
　
　
　
 
仝

機
影
冷
え
墓
地
へ
の
轟
音
曇
天
に
　
　
　
　
　
　
仝

枯
蔓
を
引
く
や
隣
家
の
雀
騒
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

君
が
代
を
歌
ふ
横
綱
優
勝
す
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

母
校
訪
ふ
紅
葉
黄
葉
の
空
青
し
　
　
　
　
　
　
万
里
子

相
応
し
く
老
い
し
か
と
問
ふ
初
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

青
き
踏
む
亡
き
父
の
靴
大
き
か
り
　
　
　
　
　
　
伊
奈
義
兼

今
日
だ
け
は
ト
ラ
ン
プ
忘
れ
歌
留
多
追
ひ
　
　
　
　
　
　
仝

冬
ざ
れ
や
波
も
立
て
ず
に
鯉
わ
た
る
　
　
　
　
　
横
山
義
雄

常
（
た
だ

）

な
ら
ぬ
訃
報
舞
込
む
年
始
め
　
　
　
　
　
紀
久
男

初
場
所
に
夢
の
叶
い
て
賜
杯
抱
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

小
鳥
鳴
く
小
春
日
和
の
遊
歩
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

香
り
立
つ
柚
子
湯
今
年
は
一
人
き
り
　
　
　
　
　
　
　
千
恵

松
が
枝
を
は
な
れ
て
泛
か
ぶ
寒
満
月
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

ひ
そ
や
か
に
雪
積
む
音
や
ひ
と
り
酌
む
　
　
　
　
　
　
　
仝

存
分
に
傘
寿
の
初
日
浴
び
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
允
章

三
回
も
あ
い
こ
が
続
き
春
麗
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

曼
荼
羅
や
迷
路
の
中
に
春
の
笑
み
　
　
　
　
　
　
　
　
正
明

両
国
に
遅
咲
き
の
花
寒
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

嗚
呼
こ
こ
に
日
の
下
開
山
明
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄

　
　
　
|
　
き
さ
ら
ぎ
句
会
　
　
一
月
　
|

春
団
治
逝
き
冥
土
に
四
人
の
初
笑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

凍
る
夜
は
シ
ナ
ト
ラ
か
け
て
火
酒
呷
り
　
　
　
　
　
紀
久
男

反
省
は
さ
て
措
き
明
日
へ
日
記
買
う
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

凍
る
町
座
り
続
け
る
少
女
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
介

添
え
書
き
の
一
筆
映
え
し
賀
状
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

初
詣
で
産
土
神
（
う
ぶ
す
な
が
み

）

へ
些
（
ち

）

と
甘
え
　
盛
雄

　
　
　
|
　
琥
珀
会
新
潟
吟
行
　
十
二
月
　
|

白
鳥
の
残
映
胸
に
盃
を
挙
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
手
明
男

こ
ゑ
残
し
白
鳥
一
家
潟
を
翔
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

笹
鳴
き
の
ひ
と
つ
来
て
ゐ
る
潟
の
葦
　
　
　
　
　
熊
谷
國
男

次
々
に
白
鳥
家
族
潟
を
翔
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

連
れ
立
ち
て
白
鳥
翔
べ
り
明
け
の
空
　
　
　
　
　
　
　
仝

数
千
の
水
鳥
蠢
（
う
ご
め

）

く
夜
明
前
　
　
　
　
　
　
允
章

冬
ざ
れ
の
渚
に
さ
か
ま
く
怒
濤
か
な
　
　
　
　
　
大
手
明
男

鍋
茶
屋
に
寒
ざ
ら
ひ
せ
る
お
も
て
な
し
　
　
　
　
　
紀
久
男

お
ろ
そ
か
に
な
り
し
句
作
り
年
の
暮
　
　
　
く
に
子
　
　
子
宝
と
交
す
盃
去
年
今
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

寄
稿
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
希
望
者
に
コ
ピ
ー

を
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
二
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

孤
舟
さ
ん
「

俳
句
」

一
月
号
に
「

心
に
触
れ
る
新
年
の
季
語
」

と
題
し
て
「

小
正
月
」

と
「

歌
留
多
」

等
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
御
縁
と
お
陰
老
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

譲
葉
（
ゆ
ず
り
は

）

や
デ
ジ
タ
ル
の
世
に
栄
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
仝

（

松
屋
の
八
階
）
。

芝
居
の
こ
と
・
・
・
ち
ゃ

ら
ち
ゃ

ら
し
た
イ
メ
ー

ジ
の
愛
之
助
の
確
か
な
芸
（

舞
踊
「

大
津
絵
道

平
成
二
十
九
年
一
月
句
会
報

い
出
来
で
皆
さ
ん
圧
倒
さ
れ
た
感
が
あ
り
、

ご
満
足
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
は
ね
て
か
ら
い
つ
も
の
蕎
麦
の
田
中
屋

豊
田
御
夫
妻
ら
十
一
名
参
加
。

お
目
当
て
は
「

沼
津
」

の
呉
服
屋
十
兵
衛
役
の
吉
右
衛
門
。

期
待
に
違
わ
ず
素
晴
ら
し

　
歌
舞
伎
座
・
昼
の
部
総
見

成
寺
」

で
五
変
化
）
、

今
月
の
出
番
「

沼
津
」

一
役
の
み
に
打
込
む
吉
右
衛
門
の
至
芸
と
雀
右
衛
門
（

お
米
）

歌
六
（

平
作
）

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
良
さ
等
。

そ
し
て
恭
延
さ
ん
の
ご
葬
儀
の
こ
と
な
ど
話
題
に
し
乍
ら
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

さ
あ
朝
御
飯
白
鳥
家
族
舞
ひ
上
が
る
　
　
　
　
允
章
　
　
初
暦
企
業
戦
士
の
日
は
夢
か
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
西
邦
夫

齢
な
ど
蹴
飛
ば
さ
ん
か
な
去
年
今
年
　
　
　
　
健
介
 
 
潟
染
め
て
一
本
松
の
初
日
か
な
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
國
男

　
初
句
会

同
様
焼
鳥
屋
「

鳥
兆
」

へ
。

恵
洲
さ
ん
堂
哉
さ
ん
ら
は
別
行
動
で
し
た
。

回
覧
は
先
生
か
ら
年
末
に
頂
戴
し
た
一
筆
箋
、

恭
延
さ
ん
の
「

合
同
句
集
」

発
行
以
降
の
入
選
遺
句
（

忠
彦
さ
ん
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
）

と
二
〇
一
五
年
七
月
句
会

尚
、

堂
哉
さ
ん
、

亜
也
さ
ん
か
ら
の
お
土
産
は
来
月
回
し
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

悪
し
か
ら
ず
ね
が
い
ま
す
。

万
里
子
先
生
ご
寄
贈
の
「

井
の
頭
煎
餅
」

と
「

吉
祥
羊
羹
」
（

阿
佐
ヶ

谷
）
、

弘
子
さ
ん
か
ら
ま
い
泉
の
カ
ツ
サ
ン
ド
。

久
し
ぶ
り
の
堂
哉
さ
ん
ら
十
二
名
出
席
。

投
句
は
モ
ス
ク
ワ
出
張
帰
り
の
ご
挨
拶
に
顔
出
し
さ
れ
た
亜
也
さ
ん
ら
八
名
。

天
牛
さ
ん
の
美
々
卯
の
凍
結
酒
「

福
寿
」
（

灘
）
、

忠
彦
さ
ん
の
鉄
火
巻
と
純
吟
原
酒
「

福
寿
」
、

小
生
の
純
吟
「

〆

張
鶴
・
純
」

と
純
吟
「

三
重
大
学
」
（

津
の
平
松
さ
ん
の
友
人
よ
り
）
、

缶
ビ
ー

ル
を
賞
味
し
つ
つ
猛
さ
ん
の
進
行
役

で
、

ぴ
っ

た
り
八
時
半
に
終
了
。

ご
覧
の
よ
う
に
、

一
灯
さ
ん
、

そ
ら
お
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
二
次
会
は
先
月

で
の
ス
ナ
ッ

プ
（

啓
子
さ
ん
撮
影
）
、

二
〇
一
六
年
五
月
二
日
付
、

投
句
一
筆
箋
。

そ
し
て
三
月
歌
舞
伎
座
の
チ
ラ
シ
。

　
関
係
者
近
詠
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